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民生・児童委員になって３年目を迎えました。主に高齢者の方との活動が中心で、幼児や児童

たちとの交流は、ほとんどなかったです。あったとしても支部児童会に出席したり、年１回の通

学路を地域の子供たちと歩くことぐらいでした。  

ところが縁あって昨年より地域の児童館の館長になり、多くの児童と関わる機会をいただくこ

とができました。担当区域の子供たちはもちろん、北大井地区の子供たちと関わることもできま

した。なんといっても入館する時の子供たちの「ただいまー」の挨拶には元気をもらいます。  

おかげ様で地域の子供たちや保護者ともつながることができました。  

もし、私のように高齢者との関わりしか持てない方がおりましたら  

ぜひ地域の児童館、児童クラブへ足を運んでみたらいかがでしょうか。  

多分子供たちは人なつこく「誰？」「何しにきたの？」と気さくに声を  

かけてくれることと思います。新たな出会いを求めてはどうですか。  

乗瀬区民生・児童委員  塩川英子  

回覧  

 

よ り そ っ て 
『愛の手で  みんなで支える  住みよい地域』  

小諸市民生・児童委員協議会  広報部会  
 

 
つながる私とあなた 

～第 10 回～ 民生・児童委員になって３年目  【北大井地区】 

 

活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
事 

「
何
を
し
な
け
れ
ば
」
で
は
な
く 

「
自
分
な
ら
何
が
で
き
る
か
？
」
ま
た 

「
各
種
研
修
会
は
漢
方
薬
の
よ
う
な
も 

の
」
と
１
期
目
研
修
で
学
び
ま
し
た
。 

 

小
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で 

習
字
の
お
手
伝
い
な
ら
出
来
る
か
な
と 

思
い
始
め
た
と
こ
ろ
、
卓
球
ク
ラ
ブ
も 

…

と
お
話
を
い
た
だ
き
協
力
す
る
こ
と 

に
し
ま
し
た
。 

 

子
供
た
ち
の
行
動
に
怒
り
た
い
こ
と
が
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す
が

注
意
は
し
て
も
怒
ら
ず
、
一
人
一
人
の
子
供
た
ち
の
良
い
と
こ
ろ
を

伸
ば
そ
う
と
思
う
先
生
方
の
ご
指
導
に
、
ご
苦
労
と
熱
意
を
感
じ
ま

す
。
子
供
た
ち
は
褒
め
ら
れ
る
と
得
意
に
な
り
、
褒
め
ら
れ
た
こ
と

は
本
当
に
伸
び
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。 

 

主
任
児
童
委
員
と
し
て
小
学
校
に
行
き
、
子
供
た
ち
と
過
ご
せ
る

時
間
に
や
り
が
い
の
あ
る
、
や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
活
動
に
、

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。 西

部
地
区
主
任
児
童
委
員 

飯
塚
貞
子 

 

ハート・プラスマーク 

 

 

 

 

身体の内部（心

臓、呼吸器、腎臓な

ど）に障害がある方

を表すマークです。

これらの方は外見

からはわかりにく

いため、このマーク

を着用されている

方を見かけた場合

には、配慮をお願い

します。 



東山区ふれ愛サロン 

 東山区では「明るく、元気に、健康で」を目標に、毎月第 1 火  

曜日１０時から１１時３０分まで健康達人区らぶを行っています。  

年間計画のテーマに沿って、社会福祉協議会の講師の指導により、  

運動・歌・ゲーム・健康管理の話などをしています。月１回区民の  

皆さんが顔を合わせ、楽しく交流して学ぶ場になっています。  

ふれあい昼食会は年２回、７５歳以上の独居の方と８０歳以上の方  

を対象に開催しています。  

６月は外食に出かけ、１０月は世代間交流の場として子どもたちと  

リースなどのクラフト作りをしています。皆さんの独創的な作品は、 

絵画・手芸・書・写真などと一緒に、区民文化祭の会場を賑やかに飾  

っています。  

東山区民生・児童委員  市川厚子  

 

感
謝 

 

 

今
か
ら

65
年
前
、
ま
だ
私
が
小
学
生
の
頃
、

軽
井
沢
町
の
知
的
障
が
い
者
施
設
か
ら
一
人
の

男
の
子
『
衛
（
ま
も
る
）
』
が
我
が
家
の
一
員
に

な
り
ま
し
た
。
当
時
、
母
が
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

視
察
旅
行
で
そ
の
学
園
を
視
察
し
た
折
に
、
園

長
先
生
か
ら
、

18
歳
に
な
る
と
学
園
を
卒
園
し

社
会
へ
出
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

お
話
を
伺
い
、
我
が
家
に
や
っ
て
く
る
事
に
な

っ
た
の
で
す
。 

 

衛
は
店
の
雑
用
を
し
な
が
ら
私
た
ち
兄
妹
と

一
緒
に
育
っ
て
き
ま
し
た
。

18
年
前
に
母
が
、

10
年
前
に
父
が
亡
く
な
り
、
私
た
ち
家
族
が
衛

を
引
き
取
り
、
生
活
を
共
に
し
て
き
ま
し
た
。 

い
つ
の
間
に
か
衛
は

80
歳
を
超
え
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
衛
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
て
お
り
ま

し
た
と
こ
ろ
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
方

が
相
談
に
乗
っ
て
く
だ
さ
り
、
力
に
な
っ
て
く

だ
さ
っ
て
、
某
施
設
に
入
所
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。 

施
設
で
の
生
活
も
１
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
施
設
の
方
々
も
大
切
に
し
て
く
だ
さ

り
、
本
人
も
快
適
な
毎
日
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。 

私
も
一
安
心
し
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。 

本
町
区
民
生
・
児
童
委
員 

依
田
則
子 

高
齢
者
福
祉
部
会
の
活
動
紹
介 

高
齢
者
福
祉
部
会
で
は
、 

市
内
８
地
区
か
ら
代
表
者 

が
集
ま
り
、
毎
月
会
議
を 

行
っ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
は
、
各
委
員
が 

出
席
し
た
高
齢
者
福
祉
に 

関
係
す
る
会
議
の
報
告
や 

地
区
会
か
ら
出
さ
れ
た
高 

齢
者
を
取
り
巻
く
困
難
事 

例
の
検
討
を
行
な
い
ま
す
。 

ま
た
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
施
設

の
見
学
や
、
障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て
講
師
を
招
い
た
学

習
会
を
行
い
、
知
識
の
習
得
に
努
め
、
翌
月
に
は
地
区
会

に
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
全
民
生
・
児
童
委
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会

を
毎
年
企
画
し
、
知
識
の
共
有
を
は
か
っ
て
お
り
、
今
年

は
８
月
４
日
に
開
催
し
ま
し
た
。 

以
上
の
よ
う
に
、
部
会
で
は
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
と

介
護
予
防
を
念
頭
に
、
民
生
・
児
童
委
員
の
役
割
で
あ
る
、

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
・
関
係
機
関
へ
の
つ
な

ぎ
役
と
し
て
、
皆
様
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
願
い
な
が
ら

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

高
齢
者
福
祉
部
会
南
大
井
地
区
代
表 

和
田
区
民
生
・
児
童
委
員 

佐
藤
衡 


